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宝
暦
期
名
古
屋
城
天
守
か
ら
山
々
の
方
角
を
測
量
し
た
記
録
の
精
度
に
つ
い
て�

種
田　

祐
司

キ
ー
ワ
ー
ド

名
古
屋
城　

天
守　

山
々
方
角　

測
量
精
度　

宝
暦　

偏
角　

徳
川
宗
勝　

松
平
勝

長　

寺
町
兵
左
衛
門　

高
力
猿
侯
庵　

伊
能
忠
敬　

岩
井
正
斎

　

現
在
、
名
古
屋
城
天
守
五
重
目
（
最
上
階
）
か
ら
四
方
の
山
々
の
方
角
を
測
量
し

た
図
や
、
そ
れ
を
絵
画
に
し
た
も
の
が
各
所
に
残
っ
て
い
る
。
図
や
絵
は
大
き
く
表

1
の
よ
う
に
八
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
数
点
の
資
料
が
現
存
し
て
い

る
。
所
蔵
機
関
は
、
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
・
名
古
屋
市
博
物
館
・
名
古
屋
市
蓬
左

文
庫
・
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
・
愛
知
県
図
書
館
・
徳
川
美
術
館
・
名
古
屋
大

学
法
学
部
図
書
館
・
宮
内
庁
・
個
人
な
ど
で
あ
る
。

基
本
資
料
（
文
字
・
図
）

　

8
タ
イ
プ
の
図
や
絵
の
う
ち
、最
初
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
タ
イ
プ
1
で
、

こ
れ
は
四
分
の
一
の
円
一
枚
に
つ
き
三
〇
度
な
い
し
六
〇
度
の
範
囲
の
山
々
の
方
角

が
点
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
タ
イ
プ
2
は
こ
の
8
枚
を
一
枚
に
ま
と
め

た
図
で
あ
る
。次
に
測
量
の
文
字
に
よ
る
記
録
と
し
て
次
に
示
す
タ
イ
プ
5
が
あ
る
。

こ
の
記
録
に
は
年
月
日
が
あ
る
記
事
が
二
か
所
が
で
て
く
る
が
、
い
ず
れ
も
宝
暦
五

年
（
一
七
五
五
）
で
あ
る
。

　
　

御
見
通
地
名
方
角
附
録

御
天
守
よ
り
明
白
ニ
見
へ
渡
り
候
海
山
森
林
等
に
其
地
名
相
糺
し
、
方
角
相
記
し

申
候

一�　

御
見
通
し
無
御
座
候
得
共
其
地
名
記
置
可
然
候
分
ハ
、
所
々
御
境
目
相
廻
り

山
々
ニ
目
印
仕
り
、
地
理
之
図
を
以
押
之
、
何
れ
の
山
之
何
れ
の
方
ニ
相
当
り

候
と
相
記
し
申
候

一�　

右
其
土
地
の　

御
見
通
し
無
御
座
候
而
も
、
或
ハ
其
地
の
変
ニ
依
之
、
其
方

角
治
定
仕
候
分
ハ
其
訳
相
記
し
申
候

一�　

御
見
通
し　

御
目
印
ニ
も
可
相
成
山
林
等
其
地
名
未
相
知
者
ハ
、
或
ハ
越
前

山
、
濃
州
山
抔
相
記
し
申
候

一�　

惣
し
而
方
角
相
記
し
候
節　
　

御
天
守
中
央
よ
り
見
渡
し
相
障
申
候
故
、
四

方
之
御
入
側
ニ
而
墨
引
仕
候
付
、東
西
南
北
の
正
方
ハ
違
無
御
座
候
得
共
、隅
々

ニ
当
り
候
所
、
其
地
よ
り　
　

御
天
守
を
見
通
し
候
ハ
丶
、
分
里
之
違
可
有
御

座
義
ニ
奉
存
候

　
　

亥
十
二
月

子
方

春
日
井

一　

比
良
村
産
神
森　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
分
三
里

　
　
　

庄
内
堤
の
向
、
大
蒲
池
の
西
ニ
相
見
申
候

濃
州

一　

伊
木
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
分
三
里

　

小
牧
山
の
西
ニ
当
り
、
鵜
沼
山
の
麓
ニ
相
見
申
候
、
大
川
向
の
山
ニ
而
御
座
候
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表①　名古屋城天守より山々眺望記録一覧

タイプ 5　御天守五重目御見通地名方角附録（個人蔵）

（推定）

購入品、
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（
略
）

寅
方

　
　
　
（
略
）

駿
州

一　

富
士
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
分
程

　
　
　
（
略
）

〇�　

宝
永
四
年
亥
正
月
富
士
山
焼
候
節
、
雲
の
こ
と
く
煙
立
登
り
候
由
、
天
野
真

河
筆
記
ニ
相
見
申
候

　
　
　
（
略
）

〇�　

宝
暦
五
年
亥
八
月
晦
日
北
戸
越
よ
り
烏
ヶ
根
・
鈴
ヶ
根
・
猿
投
山
迄
罷
越
、

日
の
出
已
前
ニ
戸
越
の
坂
上
ヱ
参
着
仕
候
得
共
、
当
日
東
の
方
ニ
雲
気
御
座
候

而
富
士
山
相
見
不
申
候
、
し
か
し
此
地
御
天
守
よ
り
富
士
山
の
見
通
し
可
相
糺

場
所
ニ
御
座
候

　
　
　
（
略
）

　
　

申
方

　
　
　
（
略
）

　

勢
州

一　

桑
名
城　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
分

　

�　

宝
暦
五
年
亥
正
月
十
三
日
験
之
多
度
山
の
尾
先
よ
り
低
く
、
南
へ
続
キ
た
る

尾
通
り
之
内
、
横
井
村
の
森
の
南
ニ
当
り
、
笠
を
伏
た
る
こ
と
く
に
、
高
き
山

の
此
方
桑
名
城
通
り
ニ
相
当
り
申
候

　
　
　
（
略
）

　
　

亥

　
　
　

十
二
月

　

宝
暦
二
年
、傾
い
て
い
た
名
古
屋
城
天
守
を
綱
で
引
き
起
こ
す
工
事
が
始
ま
っ
た
。

「
宝
暦
の
大
修
理
」
と
も
い
わ
れ
、
石
垣
の
積
み
直
し
、
瓦
の
葺
き
替
え
な
ど
の
工

程
を
経
て
、
宝
暦
五
年
に
工
事
が
完
成
し
た
。
そ
の
た
め
天
守
か
ら
山
々
の
方
角
を

測
量
し
た
こ
と
は
、
こ
の
天
守
修
復
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
尾
張
藩

主
は
八
代
徳
川
宗
勝
、
工
事
の
担
当
者
は
作
事
奉
行
の
寺
町
弥
五
左
衛
門
（
兵
左
衛

門
）で
あ
る
。
宗
勝
は
完
成
記
念
に
天
守
御
巡
覧（

（
（

を
行
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
前
後
、

藩
主
の
命
令
で
山
々
の
方
角
を
測
量
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。今
の
と
こ
ろ
、

こ
の
測
量
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
行
わ
れ
た
か
を
示
す
記
録
は
、
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。
表
①
に
あ
げ
た
測
量
の
図
や
絵
の
な
か
に
は
、
寺
町
家
の
蔵
書
印
が
あ
る
も
の

が
あ
り
、
測
量
そ
の
も
の
に
寺
町
兵
左
衛
門
（
弥
五
左
衛
門
）
が
関
わ
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。

基
本
資
料
（
絵
画
）

　

次
に
、
天
守
か
ら
見
た
山
々
を
絵
画
と
し
て
描
い
た
タ
イ
プ
3
、
4
、
6
は
い
つ

成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
金
城
温
古
録（

（
（

」
の
以
下
の
記
事
が
参
考
に
な
る
。

①　

御
天
守
御
見
通
絵
図　
　

一
箱

　
　

同　
　
　
　

方
角
板　
　

一
箱　
　

常
に
此
御
間
に
在
り

　
�

御
帳
に　
　

御
天
守
御
見
通
之
絵
図
箱
入
に
而
御
勘
定
所
相
伝
之
由
、
右
は
御
上

国
時
若
し
見
合
等
に
相
成
間
敷
哉
之
旨
、
御
側
大
寄
合
林
小
八
郎
面
会
之
節
申
聞

候
付
、
取
寄
御
天
守
御
有
合
之
絵
図
と
為
引
合
候
処
、
全
同
図
に
而
相
違
無
之
趣

に
相
見
候
、
右
は
寺
町
弥
五
左
衛
門
御
作
事
奉
行
相
勤
候
節
、
相
撰
候
由
申
伝
に

候
旨
林
小
八
郎
申
聞
候
事

　
　
　

文
化
八
年
未
三
月　

六
日
天
野
清
衛
右
衛
門
へ
相
渡
し
、
常
に
入
置
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表②　天守五重目から山々の方角測量記録　「御天守五重目御見通地名方角附録」より
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�

中
条
多
膳

②�　

見
通
方
角
板
幷
絵
図　

御
天
守
五
重
目
武
者
走
四
方
、
中
央
窓
口
に
基
板
を
並

べ
、
八
方
見
通
し
の
為
な
り
、
此
板
古
名
数
の
キ
ザ
ミ
と
云
、
絵
図
は
此
板
の
当

り
を
席
上
に
写
し
見
る
の
為
な
り
、
御
軍
用
専
一
の
御
備
に
て
、
常
は
箱
に
納
め

て
爰
に
置
る
ゝ
な
り

③�　

御
天
守
方
角
、
并
図　

箱
入
に
て
五
重
目 

の
御
間
に
置
せ
ら
る
、
御
鍵
奉
行

御
預
り
な
り
、
但
紙
図
は
一
枚
々
々
に
成
て
有
り
、
八
方
見
通
し
の
方
角
は
板
図

に
て
、
四
方
の
窓
敷
に
乗
せ
て
正
面
よ
り
隅
へ
半
分
づ
ゝ
見
通
す
、
一
面
に
板
図

二
枚
を
置
、
た
と
へ
ば
午
の
正
方
よ
り
西
南
隅
正
方
迄
半
分
板
一
枚
な
り
、
如
レ

斯
板
図
八
枚
に
て
見
通
す
、
是
古
名
を
カ
ズ
ノ
キ
ザ
ミ
と
い
ひ
し
も
の
な
り

④　

松
平
掃
部
頭
勝
長
俑
御
好　

画
工　

御
附
御
茶
道　

岩
井
正
斎
筆

　

�

原
図
之
詞
書
に
曰
、　　

金
城
御
天
守
よ
り
大
君
四
方
を
御
遠
覧
被
為
在
、
御
目

の
届
か
せ
ら
る
る
所
を
、
岩
井
正
斎
に
命
を
伝
へ
ら
れ
て
、
御
天
守
を
中
央
と
し

て
四
方
の
遠
景
を
、
備
に
御
か
か
せ
に
な
り
し
真
図
な
り
と
、
云
々

⑤　

大
君
は
明
公
御
弟
掃
部
頭
様
、
後
に
御
謚
号
亮
諦
院
殿

　

�（
秋
衛
＊
曰
、
勝
長
は
八
代
藩
主
宗
勝
の
六
男
に
し
て
、
九
代
宗
睦
の
弟
従
四
位

少
将
な
り
、
画
を
よ
く
し
鳳
山
と
号
す
、
又
曰
、
岩
井
正
斎
は
藩
の
御
茶
道
に
出

仕
す
、
狩
野
養
川
院
に
画
を
学
び
、
当
代
に
盛
名
あ
り
、
勝
長
の
画
師
た
り
）

　
（
筆
者
注
）
秋
衛
…�

山
田
秋
衛
。「
金
城
温
古
録
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
名
古
屋

叢
書
続
篇
』
の
編
者

内
容
の
重
複
も
あ
る
の
で
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
。

　

Ａ�　

天
守
五
重
目
の
四
方
の
窓
際
に
山
々
の
方
角
を
記
し
た
板
（
方
角
板
）
を
常

備
し
、
藩
主
が
天
守
に
登
っ
た
時
の
参
考
と
し
た
（
翻
刻
①
②
③
）。

　

Ｂ　

こ
の
板
は
一
方
向
に
二
枚
ず
つ
、
計
八
枚
あ
る
（
翻
刻
③
）。

　

Ｃ�　

こ
の
図
と
は
別
に
、
松
平
勝
長
が
天
守
に
御
巡
覧
し
た
際
、
画
師
の
岩
井
正

斎
に
描
か
せ
た
図
も
天
守
に
常
備
し
た（

（
（

。（
翻
刻
④
⑤
）。

　

Ｄ　

Ｃ
の
絵
図
は
、
勘
定
所
に
も
伝
え
ら
れ
た
。（
翻
刻
①
）

　

Ｅ　

Ａ
の
絵
図
は
寺
町
弥
五
左
衛
門
が
作
事
奉
行
の
時
描
か
れ
た
。（
翻
刻
①
）

　

方
角
を
記
し
た
板
と
い
う
の
は
タ
イ
プ
1
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
絵
図

の
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
タ
イ
プ
3
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
成
立
年
代
は
Ｃ
で
は
勝

長
が
天
守
に
登
っ
た
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
か
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
こ
ろ
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
Ｅ
の
寺
町
が
作
事
奉
行
だ
っ
た
宝
暦
五
年
こ
ろ
と
は
明
ら
か
に

矛
盾
し
て
い
る
。
ま
た
絵
巻
に
な
っ
た
タ
イ
プ
4
も
い
つ
成
立
し
た
の
か
不
明
で
あ

る
。
図
様
は
タ
イ
プ
3
と
酷
似
す
る
の
で
、
同
時
期
に
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
が
い
つ
成
立
し
た
か
、
現
存
す
る
資
料
の
う
ち
岩
井
正

斎
が
描
い
た
の
は
ど
れ
か
、
な
ど
未
解
決
の
問
題
も
多
い
。
将
来
の
課
題
と
し
た

い（
（
（

。

　
「
金
城
温
古
録
」
に
は
、
タ
イ
プ
2
、
3
、
6
、
7
と
い
う
図
や
絵
が
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
著
者
の
奥
村
得
義
は
ど
こ
か
ら
こ
れ
ら
の
絵
図
を
入
手
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
タ
イ
プ
6
の
名
古
屋
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
の
「
楊
柳
城
眺
望
記
」
は
、

高
力
種
信
（
猿
侯
庵
）
が
某
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
本
を
写
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

某
所
と
は
寺
町
家
か
、
あ
る
い
は
、
勘
定
奉
行
所
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
想
像
を

た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
種
信
が
写
し
た
本
は
、
奥
村
得
義
の
「
金
城
温
古
録
」
の
原

本
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
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方
角
の
表
示
と
偏
角

　

こ
こ
で
は
タ
イ
プ
5
の
測
量
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
当
時
の
方
角
測
量
の
精
度
を
調

べ
た
い
。
ま
ず
こ
の
資
料
の
方
角
の
表
示
方
法
を
示
す
。

　

1　

方
角
を
子
～
亥
の
十
二
支
に
分
け
る
。　

一
支
＝
三
十
度

　

2　

一
支
を
十
等
分
す
る
（
一
分
）　　
　
　

 

一
分
＝
三
度（

（
（

　

3　

さ
ら
に
一
分
を
十
等
分
す
る
（
一
厘
）　 

一
厘
＝
〇
・
三
度

　

こ
の
一
厘
（
〇
・
三
度
）
と
い
う
精
度
は
ど
ん
な
測
量
器
具
で
測
っ
た
の
か
。
方

位
磁
石
・
大
円
分
度
・
半
円
方
位
盤（

（
（

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
宝
暦
当
時
の
測
量
器

具
で
は
〇
・
三
度
ま
で
は
測
れ
な
い
の
で
は
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
偏
角（

（
（

の
問
題
も
あ
る
。
名
古
屋
城
築
城
は
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
こ

ろ
で
あ
る
が
、当
時
は
磁
北
は
現
在
と
逆
に
東
へ
七
度
ほ
ど
傾
い
て
い
た
。
し
か
し
、

名
古
屋
城
は
設
計
段
階
で
は
東
西
南
北
の
傾
き
が
な
く
配
置
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た（
（1
（

。
と
こ
ろ
が
現
在
の
天
守
閣
は
西
へ
約
五
・
二
度
ほ
ど
傾
い
て
い
る（

（1
（

。
名
古
屋
城

天
守
が
正
確
に
南
北
に
は
建
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
知
ら
れ
て
い

た（
（1
（

。
タ
イ
プ
2
の
図
で
は
子
を
真
北
と
し
、
二
目
盛
（
六
度
）
分
天
守
が
西
に
傾
い

て
い
る
。
こ
れ
で
偏
角
と
天
守
の
方
角
の
傾
き
を
ほ
ぼ
修
正
し
た
こ
と
に
な
る
。

実
際
の
測
量

　

こ
こ
ま
で
わ
か
れ
ば
、
天
守
か
ら
の
方
角
測
量
は
磁
石
も
精
密
な
測
量
器
具
も
不

要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
の
よ
う
に
測
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

1　

四
辺
が
正
確
に
直
角
で
あ
る
机
（
脚
も
同
じ
）
を
作
る

　

2　

机
を
天
守
五
重
目
の
床
の
線
に
合
わ
せ
る
。

　

3�　

一
分
の
目
盛
記
し
た
円
形
の
用
紙
（
九
十
度
分
で
よ
い
）
を
机
の
辺
に
合
わ

せ
る
。

　

4�　

円
の
中
心
か
ら
断
面
が
三
角
の
棒
（
定
木
）
の
先
に
山
（
村
）
を
望
視
し
て

定
木
の
先
端
を
記
録
す
る
。

　

理
論
的
に
は
こ
れ
で
か
な
り
正
確
に
測
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
実
際
に
は
定
木

の
先
に
高
い
山
や
近
く
の
村
が
見
え
な
い
可
能
性
も
あ
る
。山
は
水
平
線
よ
り
高
く
、

近
く
の
村
は
天
守
よ
り
低
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
俯
角
や
仰
角
の
問
題
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
検
討
し
な
い
。
測
量
デ
ー
タ
は
二
百
八
件
（
表
②
）
で
あ
っ
た
。

山
を
現
在
の
山
に
比
定
す
る

　

次
に
記
録
に
あ
る
山
名
を
現
在
の
山
に
否
定
す
る
が
、
二
百
八
点
の
う
ち
次
の

デ
ー
タ
は
除
い
た
。

　

・
近
辺
の
村
々
。
ど
の
地
点
で
測
っ
た
か
不
明
。
鎮
守
の
森
（
村
の
神
社
）
か
。

　

・
名
古
屋
城
の
櫓
な
ど
、
近
す
ぎ
る
箇
所
。

　

・「
勢
州
山
」
の
よ
う
に
漠
然
と
し
て
い
る
山
。

　

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
記
録
の
山
の
名
前
が
現
在
残
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
見
え
な

い
山
の
名
も
あ
り
、そ
れ
ら
を
除
き
四
十
四
の
デ
ー
タ
を
有
効
デ
ー
タ
と
し
た
。（
表

②
）

天
守
閣
か
ら
の
方
角

　

次
に
四
十
四
件
の
山
々
の
北
緯
・
東
経
を
調
べ
、
天
守
か
ら
の
方
角
を
計
算
し

た（
（1
（

。
そ
の
結
果
は
（
表
③
）
の
通
り
で
、
宝
暦
の
方
角
測
量
と
の
誤
差
（
絶
対
値
）
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表③　天守五重目から山々の方角測量の精度
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も
示
す
。
誤
差
の
平
均
は
一
・
八
八
度
（
宝
暦
の
表
記
で
は
六
厘
余
）
で
、
半
数
以

上
が
一
度
未
満
で
あ
る
。
四
四
件
の
う
ち
比
較
的
誤
差
が
大
き
い
デ
ー
タ
は
、
山
名

が
違
う
の
で
は
な
い
か
、
実
際
に
見
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ

る（
（1
（

。
そ
れ
で
も
伊
能
忠
敬
に
よ
る
日
本
図
作
成
の
た
め
の
測
量
以
前
、
江
戸
時
代
中

期
の
測
量
結
果
と
し
て
は
、
驚
異
的
な
精
度
と
い
っ
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
次
の
よ

う
に
忠
敬
の
測
量
と
比
べ
大
き
な
違
い
（
利
点
）
が
あ
る
。

　

・
屋
内
な
の
で
、
机
な
ど
が
使
え
る
。

　

・�

名
古
屋
城
天
守
の
方
位
の
傾
き
が
、
偏
角
も
含
め
ほ
ぼ
正
確
に
わ
か
っ
て
い
た
。

今
後
の
課
題

　

本
稿
に
つ
い
て
、
分
析
が
不
正
確
で
あ
る
と
か
、
そ
も
そ
も
前
近
代
の
デ
ー
タ
を

現
代
の
基
準
で
評
価
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
批
判
が
あ
る
こ
と
は

予
想
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
試
論
と
い
う
こ
と
で
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
の
課
題
を
い
く
つ
か
あ
げ
る
。
ま
ず
、
他
の
城
郭
な
ど
で
同
様
の
方
角
測
量

を
し
て
い
な
い
か
で
あ
り
、
多
少
の
情
報
を
い
た
だ
い
た
が
、
ま
だ
調
査
し
て
い
な

い
。
さ
ら
に
大
き
な
問
題
と
し
て
こ
れ
だ
け
の
測
量
を
行
っ
た
の
は
誰
か
、が
あ
る
。

精
密
な
測
量
器
具
は
使
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
前
述
し
た
が
、
そ
れ
で
も
天

文
学
・
数
学
な
ど
の
知
識
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
算
学
者
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、
管

見
の
限
り
、
当
時
尾
張
に
め
ぼ
し
い
人
物
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
テ
ー
マ
は
筆
者
が
所
属
す
る
次
の
二
つ
の
研
究
会
で
発
表

し
、
会
員
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
個
々
の
お
名
前
は
記
さ
な
い
が
、
お

礼
を
申
し
上
げ
る
。

・
令
和
六
年　

九
月
十
一
日　

国
絵
図
研
究
会
（
会
場
：
島
根
県
浜
田
市
）

・
令
和
六
年
十
一
月
十
六
日　

尾
張
藩
社
会
研
究
会
（
会
場
：
愛
知
県
岩
倉
市
）

注（
1
）
も
ち
ろ
ん
現
存
す
る
資
料
が
原
図
と
は
限
ら
な
い
。
写
し
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
2
）『
名
古
屋
城
調
査
研
究
報
告
八　

名
古
屋
城
史
料
叢
書
二　

国
秘
録　

御
巡
覧
留
続
篇
』　

二
〇
二
四

（
3
）「
宝
暦
の
大
修
理
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
が
詳
し
い
。

　
　

 　

・『
開
館
30
周
年
記
念
特
別
展　

大
に
ぎ
わ
い
城
下
町
名
古
屋
』
名
古
屋
市
博
物
館
編　

二
〇
〇
七

　
　

 　

・�

木
村
慎
平
・
堀
内
亮
介
・
武
田
純
子
「〈
史
料
紹
介
〉
名
古
屋
城
天
守
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
と
「
仕

様
之
大
法
」」『
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
号　

二
〇
二
〇

（
4
）『
名
古
屋
叢
書
続
編
』（
一
二
巻　

一
九
六
五
）
所
収

（
5
）�

松
平
勝
長
は
八
代
尾
張
藩
主
徳
川
宗
勝
の
六
男
で
、
当
時
の
藩
主
九
代
宗
睦
の
弟
。
岩
井
正
斎
は
勝
長

に
画
技
を
教
え
て
い
る
。

　
　
　

 �

朝
日
美
砂
子
「〈
資
料
紹
介
〉
守
山
の
御
寺　

大
森
寺
の
岩
井
正
斎
作
品
に
つ
い
て
」『
名
古
屋
城
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
5
号　

二
〇
二
四　

所
収

（
6
）�

タ
イ
プ
3
・
4
・
6
は
寺
町
が
作
事
奉
行
で
あ
っ
た
宝
暦
期
よ
り
後
の
成
立
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
だ

と
す
れ
ば
な
ぜ
寺
町
家
に
伝
来
し
た
の
か
不
詳
と
な
る
。
な
お
（
5
）
の
朝
日
論
文
で
も
岩
井
正
斎
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

（
7
）�

享
保
日
本
図
作
成
の
際
に
は
一
支
を
三
十
等
分
し
た
。
一
分
＝
一
度
と
な
る
。
全
周
で
三
百
六
十
等
分
。

名
古
屋
以
外
で
は
全
周
を
三
百
八
十
四
等
分
、
四
百
八
十
等
分
し
た
も
の
も
あ
り
。

（
8
）�

方
位
磁
石
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
十
二
支
の
み
で
あ
る
。
大
円
分
度
は
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
作
が
現
存
。
目
盛
は
三
百
六
十
等
分
。
半
円
方
位
盤
は
目
盛
は
一
度
の
六
分
の
一
が
最
小

単
位
。
こ
れ
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、
伊
能
忠
敬
が
第
四
次
の
測
量
で
初
め
て
使
用
し
た
。

（
9
）�

偏
角
と
は
、
方
位
磁
石
が
真
北
を
さ
さ
ず
、
東
か
西
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
。
日
本
で
は
現
在
は
西
へ
六

度
傾
い
て
い
る
。
こ
の
偏
角
は
時
代
に
よ
り
変
遷
が
あ
る
。
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（
10
）「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
靖
國
神
社
遊
就
館
蔵

（
11
）�
当
時
の
磁
石
の
北
か
ら
は
約
十
二
度
も
西
に
傾
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
五
・
二
度
西
に
傾
い
て
い

る
と
い
う
の
は
、
現
在
名
古
屋
市
中
区
北
部
の
道
路
は
城
下
町
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で
、
当
時
の
名

古
屋
城
の
傾
き
と
同
じ
で
あ
る
。
伊
能
忠
敬
が
全
国
を
測
量
し
た
十
九
世
紀
初
め
は
、
た
ま
た
ま
偏
角

が
〇
度
に
近
か
っ
た
の
で
あ
ま
り
考
慮
し
な
く
て
よ
か
っ
た
。

（
12
）�「
金
城
温
古
録
」
第
十
六
冊
御
本
丸
編
大
手
部
に
「
亦
、
方
位
を
伺
ふ
に
、
正
南
よ
り
少
し
辰
巳
に
向
ふ
」

と
あ
り
、
南
が
東
方
向
（
北
が
西
方
向
）
に
振
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
。

（
13
）�

カ
シ
オ
や
国
土
地
理
院
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
緯
度
・
経
度
を
入
力
す
る
だ
け
で
二
点
間
の
方
角
を

計
算
す
る
（
距
離
も
）。

（
14
）
そ
れ
ら
を
除
く
と
、
さ
ら
に
誤
差
の
平
均
が
小
さ
く
な
る
が
、
恣
意
的
で
あ
る
の
で
そ
の
ま
ま
示
し
た
。
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